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　2 月定例会を、2 月 24 日から 3 月 22 日
までの 28 日間にわたって開催しました。
 本定例会では、会期を 1日延長し、議員
提出議案として「鳥取市庁舎整備に関する
住民投票条例」が提案され、全会一致で可
決しました。
　市長提出議案では、平成 24 年度当初予
算や平成 23 年度補正予算等、86 件が提案
されました。当初予算については、予算審
査特別委員会で総括質疑や分科会での審査
等を行いました。
　また、保育園や学校の耐震補強事業、「鳥
取市暴力団排除条例」や「鳥取市介護保険
条例」等の市民生活に関わる条例制定等に
ついて審議し、全議案とも原案のとおり可
決・同意しました。
　なお、代表質問には 4会派から 4人、各
個質問には 30 人の議員が登壇し、活発な
議論が展開されました。
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平成24年度の主な事業
●子宮頸がん等予防接種費助成事業
●南部地域総合公共交通システム実証
運行事業

●求人・求職データベース雇用促進奨
励事業

●湖山池汽水湖化に伴う周辺農業振興
対策事業

当初予算関連議案の
予算審査特別委員会
への付託

予算審査特別委員会
の設置
特別委員会内に4分
科会の設置

予算審査特別
委員会の流れ

分科会長報告
質疑・討論・採決

予算審議特別委員会
委員長報告
質疑・討論・採決

分科会議案審査

総　括　質　疑
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一般会計予算の採決模様

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
会
報
告

次
の
7
点
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
費

関
連
事
業
に
つ
い
て

　

む
ら
と
ま
ち
交
流
推
進
事
業

及
び
町
内
会
加
入
促
進
事
業
は
、

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
費
を

財
源
と
し
て
、
む
ら
と
ま
ち
交

流
員
の
設
置
や
自
治
連
合
会
と

の
協
調
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
事

業
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
成

果
は
、
一
朝
一
夕
に
あ
ら
わ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
継
続
的

に
地
道
な
活
動
を
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
国
の
緊
急
雇
用
創
出
事

業
は
、
期
間
限
定
の
事
業
で
あ

り
、
平
成
24
年
度
を
も
っ
て
終

了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今

後
、
こ
の
事
業
が
終
了
し
て
も
、

中
山
間
地
と
都
市
の
活
性
化
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
礎
と

な
る
町
内
会
加
入
率
向
上
の
た

め
、
む
ら
と
ま
ち
交
流
推
進
事

業
及
び
町
内
会
加
入
促
進
事
業

の
継
続
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
求

め
ま
す
。

文
化
振
興
費
に
つ
い
て

　

文
化
振
興
費
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較

し
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化

芸
術
は
、
人
々
に
感
動
を
与
え
、

市
民
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す

こ
と
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

景
気
が
低
迷
し
、
雇
用
情
勢
や

地
域
経
済
の
動
向
に
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
の
中
で
、
文
化
芸

術
が
人
や
社
会
に
与
え
る
効
果

は
、
計
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に

こ
そ
、
文
化
芸
術
の
も
つ
様
々

な
力
で
豊
か
な
市
民
生
活
を
実

現
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

文
化
振
興
費
の
充
実
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、

鳥
取
市
の
児
童
発
達
支
援
体
制

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
障
が
い

が
あ
る
子
ど
も
の
早
期
発
見
・

早
期
療
育
に
努
め
る
た
め
、
中

核
的
な
療
育
施
設
と
な
る
「
こ

ど
も
発
達
・
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
を
初
め

と
す
る
市
の
関
係
機
関
が
「
こ

ど
も
発
達
・
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
中
心
に
連
携
し
、
障

が
い
児
の
成
長
段
階
に
応
じ
、

一
貫
し
た
支
援
及
び
そ
の
家
族

の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
福
祉
関
係
機
関
の
み

な
ら
ず
、
学
校
教
育
の
面
か
ら

も
支
援
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
福
祉
関

係
の
部
署
は
も
と
よ
り
教
育
委

員
会
を
始
め
と
し
た
他
の
行
政

機
関
や
外
部
団
体
等
と
の
連
携

を
深
め
、
障
が
い
が
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
支
援
を
手
厚
く
行
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
望
み
ま
す
。

医
療
従
事
者
の
確
保
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
医
師
、
看
護
師
は

慢
性
的
に
不
足
し
て
お
り
、
特

に
本
市
立
病
院
に
お
い
て
も
循

環
器
内
科
の
医
師
を
確
保
す
る

こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
お
聞
き

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
看
護

平
成
24
年
度
当
初
予
算
決
ま
る

　

市
議
会
は
、
行
政
の
透
明
性
や
公
平
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
役
割
や
、
議
員
が
自
身
の
活
動
で
得
た
情
報
に
基
づ
き

政
策
を
提
案
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
「
市
長
が
提
案
す
る
予
算
や
条
例
の
可
否
を
決
定
す

る
」
議
決
権
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、こ
の
議
決
に
基
づ
き
、

初
め
て
予
算
や
条
例
が
具
体
化
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

そ
の
中
で
詳
細
な
検
討
を
行
う
分
科
会
を
置
き
、
平
成
24

年
度
当
初
予
算
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
当

初
予
算
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

予算審査特別委員会の構成

委 員 長　田  村  繁  已 副委員長　有  松  数  紀

総務企画分科会
　分科会長　高  見  則  夫

福祉保健分科会
　分科会長　児  島　    良

文教経済分科会
　分科会長　入  江  順  子

建設水道分科会
　分科会長　谷  口  秀  夫
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師
に
お
い
て
は
院
内
託
児
所
の

設
置
に
よ
る
職
場
環
境
の
整
備

や
、
正
看
護
師
や
認
定
看
護
師

の
資
格
取
得
へ
の
支
援
を
行
っ

て
き
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
看
護
師

の
数
が
不
足
し
て
い
る
の
が
実

情
で
あ
り
ま
す
。
先
の
本
会
議

一
般
質
問
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
看

護
師
確
保
に
つ
い
て
は
、
県

に
対
し
看
護
職
員
養
成
機
関
の

定
員
数
の
増
加
要
請
、
ま
た
市

内
に
看
護
師
養
成
機
関
の
新
設
、

あ
る
い
は
増
設
を
図
る
な
ど
の

努
力
を
さ
れ
、
看
護
師
の
不
足

解
消
の
た
め
全
庁
を
あ
げ
て
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て

　

い
よ
い
よ
4
月
14
日
に
は
世

界
初
と
な
る
全
天
候
型
の
砂
像

展
示
施
設
「
砂
の
美
術
館
」
が

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
こ
の

事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

県
外
市
外
か
ら
ど
の
く
ら
い
お

客
様
を
引
き
込
め
る
か
が
鍵
と

な
り
ま
す
。
市
場
の
ル
ー
ル
に

遅
れ
る
こ
と
な
く
魅
力
を
先
読

み
し
、
早
め
の
情
報
提
供
に
努

め
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。
ま
た
、

砂
丘
エ
リ
ア
全
体
で
の
経
済
効

果
が
見
込
ま
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
を
求
め
ま
す
。

　

恋
人
の
聖
地
と
し
て
選
定
さ

れ
た
白
兎
海
岸
で
は
、
四
季
ご

と
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
さ
れ
る

な
ど
、
市
民
や
県
外
か
ら
の
誘

客
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
効
果
が
出
る
領
域

を
し
っ
か
り
と
見
定
め
、「
恋

人
の
聖
地
」
と
し
て
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
い
よ
う
な
景
観
づ
く
り

と
と
も
に
、
お
客
様
を
安
全
に

誘
導
で
き
る
対
策
を
都
市
整
備

部
と
と
も
に
講
じ
る
よ
う
求
め

ま
す
。

　

現
在
、
任
意
団
体
と
し
て
活

動
し
て
い
る
鳥
取
市
観
光
協
会

は
、
4
月
に
一
般
社
団
法
人
鳥

取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
と
な
り
、
旅
行
業
や
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
、
新
た
に
事
業

を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
法
人
化
の
目
的
の
一
つ
は
、

自
主
事
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
よ
り
し
っ
か
り
と
収
益
を
上

げ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
行
政
主

導
で
行
っ
て
い
る
観
光
分
野
を

民
間
産
業
の
形
態
へ
移
行
で
き

る
よ
う
、
人
材
を
育
て
る
な
ど

自
立
し
た
組
織
と
な
る
た
め
の

対
策
を
打
っ
て
お
く
こ
と
を
求

め
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

　

今
ま
で
、
生
産
に
重
き
を
置

い
て
農
業
振
興
に
取
り
組
ま
れ

て
い
た
こ
と
は
理
解
い
た
し
ま

す
が
、
農
業
も
産
業
で
あ
る
た

め
、
生
産
と
販
売
は
ワ
ン
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
考
え
ま
す
。
的
確
に

市
場
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
た
う
え

で
、
早
め
の
農
業
戦
略
を
打
っ

て
い
く
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

農
業
の
担
い
手
支
援
や
新
規

就
農
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
農
業
の
担
い
手
や
後
継
者

の
数
を
い
か
に
増
や
す
か
を
念

頭
に
、
と
り
わ
け
若
者
の
就
農

定
住
を
促
進
す
る
事
業
展
開
を

求
め
ま
す
。

河
原
イ
ン
タ
ー
山
手
工
業
団

地
に
関
連
し
た
上
下
水
道
整

備
に
つ
い
て

　

河
原
イ
ン
タ
ー
山
手
工
業
団

地
に
関
連
し
た
上
下
水
道
整
備

に
つ
い
て
は
、
将
来
に
向
け
て

の
大
規
模
な
先
行
投
資
で
あ
り

ま
す
。
関
係
部
署
と
綿
密
な

連
携
、
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、

事
業
規
模
の
精
査
や
整
備
の

あ
り
方
な
ど
を
十
分
に
検
討
し
、

市
民
に
新
た
な
負
担
が
生
じ
な

い
よ
う
水
道
事
業
及
び
下
水
道

事
業
の
将
来
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
た
事
業
執
行
を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
求
め
ま
す
。

平成24年2月鳥取市議会定例会附議案等議決結果（予算41件）
議案
番号 案件名と概要 議決

結果

1 平成24年度鳥取市一般会計予算（予算額88,133,000千円） 原案
可決

2 平成24年度鳥取市土地区画整理費特別会計予算（予算額381,717千円） 原案
可決

3 平成24年度鳥取市簡易水道事業費特別会計予算（予算額1,254,981千円） 原案
可決

4 平成24年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計予算（予算額44,473千円） 原案
可決

5 平成24年度鳥取市駐車場事業費特別会計予算（予算額26,875千円） 原案
可決

6 平成24年度鳥取市国民健康保険費特別会計予算（予算額19,527,863千円） 原案
可決

7 平成24年度鳥取市高齢者・障害者住宅整備資金貸付事業費特別会計予算（予算額6,763千円）原案可決

8 平成24年度鳥取市住宅新築資金等貸付事業費特別会計予算（予算額56,394千円） 原案
可決

9 平成24年度鳥取市土地取得費特別会計予算（予算額1,444千円） 原案
可決

10 平成24年度鳥取市墓苑事業費特別会計予算（予算額23,953千円） 原案
可決

11 平成24年度鳥取市介護保険費特別会計予算（予算額15,605,003千円） 原案
可決

12 平成24年度鳥取市財産区管理事業費特別会計予算（予算額10,571千円） 原案
可決

13 平成24年度鳥取市温泉事業費特別会計予算（予算額57,308千円） 原案
可決

14 平成24年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計予算（予算額69,031千円） 原案
可決

15 平成24年度鳥取市介護老人保健施設事業費特別会計予算（予算額81,811千円） 原案
可決

16 平成24年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計予算（予算額1,799,419千円） 原案
可決

17 平成24年度鳥取市水道事業会計予算（予算額5,764,742千円） 原案
可決

18 平成24年度鳥取市工業用水道事業会計予算（予算額30,722千円） 原案
可決

19 平成24年度鳥取市下水道等事業会計予算（予算額15,113,295千円） 原案
可決

20 平成24年度鳥取市病院事業会計予算（予算額8,312,916千円） 原案
可決

21 平成23年度鳥取市一般会計補正予算（第7号） 
（補正前91,932,013千円　補正額▲1,558,450千円　補正後90,373,563千円）

原案
可決

22 平成23年度鳥取市土地区画整理費特別会計補正予算（第2号） 
（補正前462,138千円　補正額▲68,207千円　補正後393,931千円）

原案
可決

23 平成23年度鳥取市下水道事業費特別会計補正予算（第3号） 
（補正前9,090,323千円　補正額▲49,263千円　補正後9,041,060千円）

原案
可決

24 平成23年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第4号） 
（補正前1,164,112千円　補正額▲42,184千円　補正後1,121,928千円）

原案
可決

25 平成23年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計補正予算（第1号） 
（補正前61,298千円　補正額1,508千円　補正後62,806千円）

原案
可決

26 平成23年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第3号） 
（補正前19,278,348千円　補正額▲212,004千円　補正後19,066,344千円）

原案
可決

27 平成23年度鳥取市高齢者・障害者住宅整備資金貸付事業費特別会計補正予算（第1号） 
（補正前11,995千円　補正額▲8,821千円　補正後3,174千円）

原案
可決

28 平成23年度鳥取市住宅新築資金等貸付事業費特別会計補正予算（第1号） 
（補正前74,042千円　補正額1,297千円　補正後75,339千円）

原案
可決

29 平成23年度鳥取市墓苑事業費特別会計補正予算（第2号） 
（補正前24,427千円　補正額▲1,330千円　補正後23,097千円）

原案
可決

30 平成23年度鳥取市集落排水事業費特別会計補正予算（第3号） 
（補正前2,729,822千円　補正額18,591千円　補正後2,748,413千円）

原案
可決

31 平成23年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第3号） 
（補正前15,233,444千円　補正額▲62,833千円　補正後15,170,611千円）

原案
可決

32 平成23年度鳥取市財産区管理事業費特別会計補正予算（第2号） 
（補正前12,759千円　補正額▲3,257千円　補正後9,502千円）

原案
可決

33 平成23年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第1号） 
（補正前56,889千円　補正額▲1,858千円　補正後55,031千円）

原案
可決

34 平成23年度鳥取市介護老人保健施設事業費特別会計補正予算（第1号） 
（補正前81,811千円　補正額0千円　補正後81,811千円）

原案
可決

35 平成23年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第2号） 
（補正前1,770,506千円　補正額21,319千円　補正後1,791,825千円）

原案
可決

36 平成23年度鳥取市水道事業会計補正予算（第2号） 
（補正前5,511,607千円　補正額▲108,002千円　補正後5,403,605千円）

原案
可決

37 平成23年度鳥取市工業用水道事業会計補正予算（第1号） 
（補正前27,412千円　補正額1,215千円　補正後28,627千円）

原案
可決

38 平成23年度鳥取市病院事業会計補正予算（第2号） 
（補正前8,772,898千円　補正額▲338,852千円　補正後8,434,046千円）

原案
可決

81 平成23年度鳥取市一般会計補正予算（第8号）（繰越額3,202,890千円） 原案
可決

82 平成23年度鳥取市土地区画整理費特別会計補正予算（第3号）（繰越額149,436千円） 原案
可決

83 平成23年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第5号）（繰越額384,930千円） 原案
可決
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2月定例会
一 般 質 問 

代表質問 Ｐ4～Ｐ5
各個質問 Ｐ6～Ｐ13
 福祉・医療 Ｐ6
 まちづくり Ｐ7
 安全・安心 Ｐ8
 市庁舎整備 Ｐ10
 経済・雇用 Ｐ11
 農林水産業 Ｐ11
 教育 Ｐ12
 環境 Ｐ13
 情報 Ｐ13
 行財政改革 Ｐ13

代
表
質
問

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い

て問

答

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

成
果
と
市
民
の
満
足
度

に
つ
い
て

問答
　
　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
目
的
は

日
本
国
憲
法
に
定
め
る
国
民
の

権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
1
つ

の
手
段
だ
と
解
釈
し
て
い
る

が
、
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が

市
民
の
基
本
的
人
権
や
公
共
の

福
祉
、
生
命
、
自
由
及
び
幸
福

の
追
求
に
ど
の
程
度
貢
献
し
た

と
考
え
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
目
的
は
、
任
期
中
に
実
施
す

る
具
体
的
施
策
や
実
施
時
期
、

　

本
誌
で
は
、
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
1
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載

し
ま
す
。

　

代
表
質
問
と
は
4
人
以
上
の
会
派
を
代
表
し
て
行

う
質
問
の
こ
と
で
、
各
個
質
問
と
は
議
員
一
人
ひ
と

り
が
行
う
質
問
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

な
お
、
議
事
録
の
全
文
は
、
5
月
下
旬
よ
り
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
　

平
成
22
年
の
選
挙
時
の
市

長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
達
成
状
況
と

自
己
評
価
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

ま
た
、
変
化
す
る
社
会
情
勢
を

踏
ま
え
た
新
た
な
目
標
設
定
の

目
標
等
を
明
示
し
、
事
後
に
そ

の
実
施
状
況
を
検
証
す
る
こ
と

で
施
策
の
実
施
を
担
保
す
る
こ

と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
私

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
「
暮
ら

し
を
支
え
る 

夢
を
か
な
え
る 

人
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」
を
基

本
理
念
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
、
例
え
ば
市

立
病
院
小
児
科
の
再
開
や
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
、
防

災
シ
ス
テ
ム
の
充
実
と
い
っ
た

各
種
取
り
組
み
は
大
い
に
市
民

の
幸
福
や
安
全
・
安
心
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

も
と
、
思
い
切
っ
た
施
策
展

開
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

任
期
後
半
を
迎
え
る
に
当
た

り
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　
　

（
市
長
）
２
２
０
２
人

の
新
た
な
雇
用
創
出
や
市
立

病
院
の
小
児
科
の
再
開
等
、

23
年
９
月
末
現
在
で
達
成
済

み
事
業
の
８
事
業
を
含
め
た

39
の
事
業
が
進
捗
率
５
割
を

超
え
て
お
り
、
順
調
に
進
捗

し
て
い
る
。
任
期
後
半
に
向

け
、
目
標
達
成
済
み
事
業
の

再
検
証
や
社
会
状
況
の
変
化

を
踏
ま
え
た
目
標
の
再
設
定
、

新
た
な
事
業
の

追
加
と
い
っ
た

観
点
に
基
づ
き

見
直
し
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

中
で
も
、
市
庁

舎
の
整
備
や
公

共
施
設
の
耐
震

化
等
に
つ
い
て

は
具
体
的
な
事

業
内
容
や
目
標

を
明
示
す
る
必

要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

平成22年11月に小児科を再開した市立病院

島谷　龍司

新1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

平成24年度一般会計予算について

マニフェストについて

庁舎整備について

未利用公有財産について

安心・安全なまちづくりについて

男女共同参画施策について

高齢者福祉施策について

雇用対策について

農業振興について

バス路線網再編計画について

鳥取駅周辺再生の取り組みについて

可燃物処理施設について

病院事業について

中村　晴通

結1
2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

市長マニフェストについて
総合窓口のワンストップサービス
について
防災対策について
人権政策の推進について
市庁舎耐震化事業について
生活保護について
保育行政について
今後の農業のあり方について
本市のまちづくりの基本計画について
本市の経済について
河原工業団地の造成について
観光戦略について
循環型社会構築について
本市の教育について
市立病院の経営状態について
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財
政
健
全
化
に
つ
い
て

　
　

地
域
経
済
の
低
迷
が
雇
用

情
勢
の
悪
化
を
招
く
中
、
市
長

は
「
将
来
的
に
予
見
さ
れ
る
大

き
な
負
担
を
次
世
代
に
先
送
り

せ
ず
、
で
き
る
限
り
小
さ
な
負

担
へ
と
軽
減
す
る
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
が
明
る
い
未
来

の
展
望
の
礎
と
考
え
る
」
と
明

言
し
た
が
、
平
成
24
年
度
予
算

編
成
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
な

さ
れ
た
の
か
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
例
え
ば
、
市
有

施
設
の
整
備
に
活
用
で
き
る
市

債
の
う
ち
、
合
併
特
例
債
ほ
ど

有
利
な
も
の
は
な
く
、
緊
急
性

の
高
い
耐
震
補
強
事
業
等
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
、
有
利

な
財
源
の
当
て
が
な
い
次
世
代

の
負
担
を
大
き
く
軽
減
し
、
本

市
発
展
の
礎
を
築
い
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
考
え
る
。
平
成
24

年
度
予
算
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
第
9
次
の
総

合
計
画
の
財
政
見
通
し
に
照
ら

し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図
り

な
が
ら
耐
震
化
推
進
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
る
内
容
と
し
て

い
る
。

問

答

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
に

つ
い
て

　
　

厳
し
い
財
政
の

中
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
存
在
が
不
可
欠

で
あ
る
。
慢
性
的
な
活

動
資
金
不
足
に
悩
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
資
金
面
か

ら
支
え
る
専
門
家
「
フ

※

ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
」
育

成
が
始
ま
っ
た
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
働
く
人
が
総

雇
用
の
１
割
を
占
め
る

先
進
国
事
例
も
あ
り
、

今
後
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活

動
の
基
盤
強
化
は
雇
用

創
出
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
尋
ね
る
。

問

　
　

（
市
長
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

自
立
的
な
活
動
を
保
障
す
る
よ

う
な
寄
附
文
化
の
醸
成
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
今
後
も
ア
ク

テ
ィ
ブ
と
っ
と
り
を
窓
口
と
し

寄
附
税
制
の
広
報
等
を
行
い
、

市
と
し
て
可
能
な
支
援
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
経
済
観
光
部
長
）
本
市
で
は

社
会
貢
献
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
を

促
進
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し

て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
運
営

に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
事
業

性
確
保
、
雇
用
継
続
が
重
要
で

あ
り
、
し
っ
か
り
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

NPOなどの支援を行うアクティブとっとり

学校の耐震補強にも合併特例債が活用される

平成22年度に整備が完了した鳥取国府地域の防災無線

※
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー

　

民
間
非
営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
を

資
金
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
寄
付

を
集
め
る
専
門
家
。
米
国
で
は
、
プ

ロ
の
専
門
職
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い

る
。

金谷　洋治

清和会1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

市長の市政に取り組まれる姿勢について
公立鳥取環境大学の設立について
環日本海交流について
中山間地域対策について
市庁舎問題について
本市の福祉行政について
本市の観光振興について
本市の雇用施策について
本市の農業政策について
基盤道路整備と盛土造成地について
本市の廃棄物行政について
射撃場の整備について
学校教育の充実について
本市の水道事業の運営について
市立病院の事業経営について

桑田　達也

公明党1

2

3

4

5

6

平成24年度予算案について

災害に強いまちづくりについて

安心の暮らしについて

わがまちの振興について

文化・教育施策について

水道事業について
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各
個
質
問

福
祉
・
医
療

不

※

育
症
に
つ
い
て

介
護
保
険
に
つ
い
て

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
心
や

す
ら
ぐ
ま
ち
に
つ
い
て

看
護
職
員
養
成
機
関
の

設
立
と
誘
致
に
つ
い
て

　
　

不
育
症
は
治
療
す
れ
ば
85

％
は
治
り
、
治
療
の
一
部
が
保

険
適
用
さ
れ
る
こ
と
の
周
知
が

必
要
で
あ
る
。
特
に
、
流
産
を

告
知
す
る
医
療
機
関
で
は
、
不

育
症
患
者
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
や
相
談
の
対
応
、
支
援
体
制

が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
や

市
立
病
院
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

　
　

（
健
康
・
子
育
て
推
進
局

長
）
不
育
症
に
関
す
る
相
談

問答

は
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
の

習
得
が
必
要
で
あ
る
。
市
と
し

て
当
面
は
、
専
門
的
な
医
療
機

関
の
紹
介
や
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
相
談
窓
口
等
の
周
知

に
努
め
た
い
。

（
病
院
事
業
管
理
者
）
当
院
で

は
、
不
妊
症
看
護
認
定
看
護
師

の
資
格
を
持
つ
助
産
師
を
産
婦

人
科
に
配
置
し
、
相
談
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
対
応
し
て
い

る
。
広
報
に
つ
い
て
は
、
ヘ

※

パ

リ
ン
自
己
注
射
が
保
険
適
用
と

な
っ
た
の
で
、
情
報
を
提
供
し

て
い
き
た
い
。

　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

よ
っ
て
給
付
が
増
え
た
分
、
介

護
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
こ
と

が
、
結
果
的
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
抑
制
に
つ
な
が
る
と
い

う
認
識
は
あ
る
か
。
ま
た
、
低

所
得
者
の
負
担
軽
減
分
を
他
の

高
齢
者
に
転
嫁
せ
ず
、
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
る
方
法
に
つ

い
て
、市
長
の
考
え
を
尋
ね
る
。

問

答
　

（
市
長
）
介
護
保
険
料
が
上

が
れ
ば
、
そ
の
分
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
負
担
能
力
が
下
が

る
場
合
も
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
え
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
充
実
さ
せ
る

中
、
介
護
保
険
料
を
所
得
に
応

じ
引
き
上
げ
る
こ
と
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
介
護
保
険
料
の
引
き

上
げ
抑
制
の
た
め
、
一
般
会
計

か
ら
法
定
以
上
に
繰
り
入
れ
を

行
う
こ
と
は
、
被
保
険
者
が
保

険
料
を
出
し
合
い
、
介
護
を
国

民
全
体
で
支
え
て
い
く
と
い
う

介
護
保
険
の
趣
旨
か
ら
、
困
難

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　

介
護
保
険
事
業
の
う
ち
、

今
年
４
月
か
ら
創
設
さ
れ
る
地

問

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
訪

問
介
護
・
看
護
の
連
携
が
必
要

と
な
る
事
業
も
あ
る
。
看
護
師

が
不
足
し
て
い
る
本
市
に
お
い

て
、
中
小
の
事
業
者
の
取
り

組
み
の
可
能
性
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

　
　

（
福
祉
保
健
部
長
）
新
年

度
か
ら
創
設
さ
れ
る
定
期
巡
回

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
・
看
護

は
、
重
度
者
を
始
め
と
し
た
要

介
護
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支

え
る
た
め
、
日
中
・
夜
間
を
通

じ
て
訪
問
介
護
と
訪
問
看
護
が

密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、
短
時

間
で
の
定
期
巡
回
型
訪
問
と
随

時
の
対
応
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
。

　

ま
た
、
複
数
の
居
宅
サ
ー
ビ

ス
と
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を

組
み
合
わ
せ
て
提
供
す
る
複
合

型
サ
ー
ビ
ス
も
新
設
さ
れ
る
。

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
訪

問
介
護
な
ど
の
事
業
者
を
含
め

た
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
等
を
考
え
て
い
る
。

答

　
　

慢
性
的
な
看
護
師
不
足
を

抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は

看
護
職
員
養
成
機
関
を
県
東
部

へ
誘
致
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
市
長
に
よ

る
企
業
誘
致
と
同
様
の
考
え
方

で
展
開
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

る
が
、市
長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）
ま
ず
、
鳥
取
県

立
鳥
取
看
護
専
門
学
校
等
に
対

し
、
定
員
増
に
つ
い
て
働
き
か

け
る
必
要
が
あ
る
が
、
定
員
が

増
や
せ
る
状
況
で
な
け
れ
ば
、

新
た
な
養
成
機
関
の
誘
致
が
重

要
な
解
決
策
と
な
る
。
看
護
師

等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す

る
法
律
に
お
い
て
も
、
地
方
公

共
団
体
は
看
護
師
等
の
確
保
を

促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

問答

介護保険の窓口

※
不
育
症

　

妊
娠
は
す
る
が
、
流
産
、
死
産
や
新

生
児
死
亡
な
ど
を
繰
り
返
し
て
結
果
的

に
子
供
を
持
て
な
い
状
態
の
こ
と
を
い

う
。

※
へ
パ
リ
ン

　

血
液
凝
固
を
抑
制
す
る
薬
で
あ
り
、

不
育
症
治
療
法
の
一
つ
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
。
自
己
注
射
に
よ
っ
て
、
通

院
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
時
間
的
拘
束
へ

の
改
善
が
期
待
で
き
る
。

平野真理子
（公明党）

田中　文子
（共産党）

谷口　秀夫
（公明党）

上杉　栄一
（新）
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叶
工
業
団
地
の
土
地
利

用
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り

市
道
街
路
樹
の
管
理
業

務
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
関
連
し

て

高
齢
者
バ
ス
運
賃
優
待

制
度
に
つ
い
て

な
ら
な
い
規
定
が
あ
り
、
医
療

福
祉
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
若

者
定
住
や
雇
用
創
出
の
面
か
ら

も
、
市
と
し
て
養
成
機
関
の
誘

致
の
可
能
性
を
幅
広
く
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

介
護
を
受
け
ず
元
気
に
暮

ら
し
て
い
る
高
齢
者
に
と
っ

て
、
外
出
は
大
き
な
楽
し
み
で

も
あ
り
、
健
康
保
持
に
も
つ
な

問

答 が
る
も
の
で
あ
る
。
高
齢
者
バ

ス
運
賃
優
待
制
度
の
う
ち
、
平

成
24
年
度
か
ら
廃
止
が
予
定
さ

れ
て
い
る
回
数
券
の
助
成
に
つ

い
て
、
利
用
者
は
制
度
の
継
続

を
願
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　

（
市
長
）
回
数
券
は
切
り

取
っ
て
使
う
た
め
、
高
齢
者
に

と
っ
て
利
便
性
が
劣
る
と
考
え

ら
れ
、
他
人
へ
の
譲
渡
等
の
不

適
切
な
利
用
が
疑
わ
れ
る
状
況

や
、
一
般
回
数
券
と
の
仕
分
け

作
業
等
に
よ
る
バ
ス
事
業
者
の

事
務
負
担
が
大
き
い
等
の
問
題

点
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
定

期
券
は
乗
れ
ば
乗
る
ほ
ど
お
得

感
が
増
す
た
め
、
閉
じ
こ
も
り

予
防
や
社
会
参
加
の
支
援
と
い

っ
た
制
度
の
趣
旨
に
よ
り
一
層

か
な
っ
て
い
る
。
定
期
券
の
割

　
　

本
市
の
町
並
み
や
歩
道
の

整
備
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
本

市
に
お
け
る
植
栽
の
整
備
基
準

が
本
来
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

市
道
街
路
樹
を
継
続
的
に
適
正

管
理
し
て
い
く
た
め
に
も
、
整

備
計
画
や
整
備
基
準
を
定
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　

（
市
長
）
本
市
で
は
、
通

行
の
安
全
を
第
一
と
し
た
街
路

樹
管
理
を
計
画
的
・
年
次
的
に

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

平
成
25
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
第

問

30
回
全
国
都
市
緑
化
と
っ
と
り

フ
ェ
ア
に
向
け
、
地
域
の
専
門

業
者
の
一
層
の
活
用
を
図
り
な

が
ら
、
美
し
い
緑
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
か
ら
順
次
整
備
予

定
の
管
理
台
帳
と
あ
わ
せ
、
街

路
樹
の
現
況
を
十
分
に
把
握
す

る
と
と
も
に
適
切
な
管
理
水
準

を
定
め
、
事
業
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

　
　

鳥
取
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
に
掲
げ
る
二

※

核
二

軸
構
想
を
推
進
す
る
上
で
、
回

遊
性
を
高
め
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
図
る
た
め
に
、
二
核
二
軸

を
結
ぶ
循
環
バ
ス
を
導
入
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
い
が
、
市
長

の
考
え
を
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
現
在
、
二
核
二

軸
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
、
い

わ
ゆ
る
市
内
回
り
便
は
、
現
在

75
便
運
行
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

「
く
る
梨
」
は
利
用
実
績
が
増

え
、
昨
年
度
は
利
用
者
が
過
去

最
高
の
28
万
人
を
超
え
て
い
る
。

　

そ
の
上
に
新
た
に
二
核
二
軸

を
運
行
す
る
循
環
バ
ス
を
導
入

す
る
こ
と
は
、
中
心
市
街
地
の

回
遊
性
を
高
め
る
意
味
で
、
非

常
に
魅
力
の
あ
る
重
要
な
取
り

問

組
み
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
変

有
効
な
方
策
と
考
え
る
。今
後
、

既
存
の
市
内
回
り
の
路
線
バ
ス

と
の
調
整
を
行
い
、
具
体
的
に

実
施
に
向
け
た
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

答

　
　

今
回
の
用

※

途
地
域
の
見
直

問

引
率
を
２
割
か
ら
３
割
に
引
き

上
げ
、
回
数
券
か
ら
定
期
券
へ

の
切
り
替
え
を
促
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

看護師不足の解決が求められる

高齢者等バス運賃優待助成制度の定期券

景観向上等に効果のある街路樹

市民の交通手段として活躍する「くる梨」

※
二
核
二
軸

　

「
鳥
取
駅
周
辺
地
区
」
及
び
「
鳥
取

城
跡
周
辺
地
区
」
の
二
地
区
を
中
心
市

街
地
の
核
と
し
、
そ
の
二
つ
の
核
を
つ

な
ぐ
若
桜
街
道
、
智
頭
街
道
を
軸
と
し

た
区
域
を
基
本
と
し
た
本
市
の
都
市
構

造
の
こ
と
。

田村　繁已
（公明党）

有松　数紀
（新）

橋尾　泰博
（結）

入江　順子
（新）
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安
全
・
安
心

消
防
分
団
定
数
の
見
直

し
の
考
え
方
に
つ
い
て

除
雪
対
策
に
つ
い
て

多
様
な
人
々
が
共
生
す

る
住
民
自
治
の
推
進
に

つ
い
て

鳥
取
駅
周
辺
再
生
基
本

計
画
に
つ
い
て

　
　

地
方
自
治
法
に
よ
る
と
、

鳥
取
市
に
住
所
を
有
し
て
い

れ
ば
外
国
人
も
鳥
取
市
の
「
住

民
」
で
あ
り
、
あ
え
て
排
除
し

な
け
れ
ば
住
民
投
票
の
対
象

と
な
る
の
は
自
明
の
理
で
あ
る
。

市
自
治
基
本
条
例
に
お
け
る

「
市
民
」
の
定
義
を
、
地
方
自

治
法
に
お
け
る
「
住
民
」
の
規

定
を
基
本
と
し
て
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

（
市
長
）
市
自
治
基
本
条

例
で
は
「
市
民
」
を
「
市
内
に

在
住
す
る
人
、
市
内
で
働
き
、

若
し
く
は
学
ぶ
人
又
は
市
内
に

お
い
て
事
業
若
し
く
は
活
動
を

行
う
団
体
」
と
か
な
り
広
く
定

義
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「
住
民
」
と
「
住
民
に
準
ず
る

者
」
と
に
分
け
て
は
ど
う
か
と

問

　
　

鳥
取
駅
周
辺
再
生
整
備
に

お
い
て
、歩
行
者
動
線
の
確
保
・

拡
充
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
今

回
の
計
画
に
伴
い
、
日
本
一
身

体
障
が
い
者
に
優
し
い
ま
ち
づ

問

く
り
を
目
指
し
、
あ
ら
ゆ
る
対

策
を
盛
り
込
ん
だ
バ
リ
ア
フ
リ

ー
機
能
を
整
備
し
て
は
ど
う
か

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）
鳥
取
駅
周
辺
は
、

平
成
14
年
１
月
に
鳥
取
市
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
で
最

重
点
整
備
地
区
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
今
年
２
月
に
発
表
し
た
鳥

取
駅
周
辺
再
生
基
本
計
画
案
で

も
こ
の
精
神
を
し
っ
か
り
と
踏

ま
え
て
い
る
。基
本
計
画
で
は
、

駅
の
南
側
を
幅
員
3.5
ｍ
の
歩
道

付
き
の
２
車
線
道
路
と
し
、
駅

北
側
で
も
歩
行
者
動
線
の
確
保

を
行
っ
て
い
く
。
関
係
団
体
、

身
体
障
が
い
者
の
団
体
等
と
十

分
協
議
を
行
い
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
最
大
限
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

現
在
、
消
防
団
員
は
、
定

数
１
３
５
４
人
に
対
し
、
15
人

不
足
し
て
い
る
。
一
方
、
急
激

に
人
口
が
増
加
し
て
い
る
新
興

住
宅
地
等
で
は
、
団
員
ゼ
ロ
の

問

と
こ
ろ
も
あ
る
。
地
域
防
災
は

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
に

向
け
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
で
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て

偏
っ
た
団
員
配
置
の
解
消
が
必

要
で
あ
る
。
防
災
体
制
強
化
の

視
点
か
ら
も
、
定
数
増
に
向
け

た
見
直
し
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　

（
市
長
）
消
防
団
で
は
、

消
防
団
活
性
化
対
策
検
討
委
員

会
が
行
っ
た
、
新
興
住
宅
地
等

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

団
員
の
い
な
い
地
域
に
つ
い
て

も
、
自
主
防
災
会
と
の
連
携
に

よ
り
、
消
防
活
動
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
に
す
る
努
力
を
重

ね
て
い
る
。

　

地
域
で
の
取
り
組
み
状
況
や

消
防
団
の
意
向
を
踏
ま
え
、
定

数
増
や
配
分
等
に
つ
い
て
検
討

し
、
よ
り
よ
い
体
制
づ
く
り
に

つ
な
げ
た
い
。

答
　
　

災
害
発
生
時
、
学
校
や
地

区
公
民
館
は
避
難
場
所
と
な

問

答

し
は
、
土
地
所
有
者
か
ら
地
区

計
画
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
前

提
で
あ
る
が
、
農
家
や
事
業
者

に
理
解
を
得
る
の
は
難
し
い
。

地
域
全
体
に
適
用
さ
れ
る
地
区

計
画
を
示
す
方
が
、
土
地
所
有

者
へ
の
誘
導
策
に
結
び
つ
く
と

考
え
る
。
見
直
し
方
針
を
修
正

す
る
余
地
は
な
い
か
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
説
明
会
で
は
、

住
民
提
案
に
よ
る
地
区
計
画
の

作
成
方
法
が
分
か
り
に
く
い
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
今
後
、

地
区
計
画
作
成
の
留
意
点
や
策

定
例
等
を
手
引
書
と
し
て
ま
と

め
、
地
域
が
主
体
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
検
討
す
る
場
合
や
土
地

利
用
の
転
換
を
計
画
す
る
際
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
特
定
地
域
で
用
途
見
直
し

の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
た
め
に

は
ど
う
す
べ
き
か
等
、
地
域
住

民
と
具
体
的
な
話
し
合
い
を
行

い
、
叶
地
区
の
工
業
専
用
地
域

の
土
地
利
用
の
転
換
が
進
む
よ

う
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

答

答

い
う
指
摘
だ
と
考
え
る
が
、
そ

う
い
っ
た
定
義
を
適
用
す
る
場

面
や
再
定
義
す
る
必
要
性
等
に

つ
い
て
も
議
論
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
の
検
討
の
過
程
で
の
議
論

を
待
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。整備が進められる鳥取駅周辺

地域防災の要となる消防団員

※
用
途
地
域

　

住
居
、
商
業
、
工
業
な
ど
市
街
地
の

大
枠
と
し
て
の
土
地
利
用
を
定
め
る
も

の
で
、
12
種
類
あ
る
。
用
途
地
域
が
指

定
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応

じ
て
、
建
て
ら
れ
る
建
物
の
種
類
が
決

め
ら
れ
る
。

長坂　則翁
（無所属）

森本　正行
（新）

椋田　昇一
（結）

砂田　典男
（新）
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市
民
の
安
全
と
庁
舎
機

能
に
つ
い
て

鳥
取
市
地
域
防
災
計
画

の
修
正
に
つ
い
て

鳥
取
市
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て

答

　
　

災
害
の
備
え
と
し
て
リ
ス

ク
分
散
と
い
う
考
え
方
が
あ

り
、
庁
舎
は
１
つ
に
統
合
す
る

よ
り
も
現
在
の
分
庁
舎
体
制
の

方
が
防
災
面
で
リ
ス
ク
の
分
散

に
な
る
と
の
声
が
あ
る
が
、
防

災
と
い
う
観
点
か
ら
庁
舎
の
リ

ス
ク
分
散
に
つ
い
て
市
長
の
所

見
を
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
現
在
７
つ
の
建

物
に
本
庁
機
能
が
分
散
し
て
い

る
が
、
機
能
が
分
散
し
て
い
る

だ
け
で
災
害
対
策
上
の
リ
ス
ク

分
散
で
は
な
い
。
市
庁
舎
の

リ
ス
ク
分
散
と
は
、
災
害
で
１

つ
の
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な

っ
て
も
他
の
庁
舎
で
災
害
対
策

本
部
の
機
能
が
十
分
発
揮
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
で
あ

る
。
本
庁
舎
で
対
策
本
部
機
能

問答

　
　

東
日
本
大
震
災
は
地
震
、

津
波
、
放
射
能
災
害
が
同
時
に

起
こ
っ
た
複
合
災
害
で
あ
る
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
で
一

番
大
事
な
の
は
、
複
合
災
害
に

対
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が

災
害
を
教
訓
に
し
た
見
直
し
と

言
え
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の

所
見
を
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
本
市
の
地
域
防

災
計
画
は
、
東
日
本
大
震
災
を

問答

問
　
　

現
在
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
、
想
定
外
の
こ
と
を
想
定
す

る
の
が
防
災
の
基
本
だ
と
考
え

答

り
、
日
常
の
生
活
道
路
や
子
供

た
ち
が
朝
晩
通
う
通
学
道
路
は

市
民
の
避
難
通
路
に
な
る
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
に
小
型
除
雪
機

の
優
先
配
備
を
盛
り
込
む
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

（
防
災
調
整
監
）
地
域
防

災
計
画
で
は
、
大
雪
時
の
地
域

の
対
応
と
し
て
、
集
落
等
の
生

活
道
路
の
除
雪
や
自
治
会
、
消

防
団
等
に
よ
る
助
け
合
い
等
を

位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
た
び

の
見
直
し
で
は
、
市
の
取
り
組

み
、
公
助
と
し
て
小
型
除
雪
機

の
貸
出
配
備
や
市
職
員
除
雪
応

援
隊
の
対
応
を
明
記
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
避
難
所
施
設
に

至
る
道
路
等
の
除
雪
に
つ
い
て

は
地
域
の
対
応
、
共
助
と
し
て

お
願
い
す
る
こ
と
し
て
い
る
。

な
お
、
小
型
除
雪
機
の
貸
与
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
住
宅
数
や

除
雪
延
長
が
多
い
地
域
を
優
先

し
配
備
し
て
お
り
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
。

踏
ま
え
、
そ
の
教
訓
を
生
か
す

こ
と
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て

い
る
た
め
、
総
合
的
に
複
合

災
害
を
想
定
し
た
対
処
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
個
々

の
災
害
へ
の
対
応
を
し
っ
か
り

と
検
討
す
る
と
と
も
に
、
重
複

し
て
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

個
々
の
災
害
の
対
策
を
基
本
と

し
な
が
ら
、
柔
軟
な
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
対
応
を
考
え
て
い

る
。
複
数
の
災
害
が
重
な
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
対
応
に
つ
い

て
必
ず
考
慮
し
た
い
。

る
。
市
長
と
し
て
、
市
民
の
安

心
・
安
全
の
た
め
ど
こ
ま
で
踏

み
込
ん
だ
防
災
体
制
と
そ
の
整

備
を
描
い
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
東
日
本
大
震
災

の
発
生
を
受
け
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
に
着
手
す
る
と
と

も
に
、
耐
震
診
断
や
耐
震
対
策

を
前
倒
し
し
て
実
施
し
て
い
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
想
定
を

知
る
こ
と
は
必
要
だ
が
、
そ
れ

に
頼
ら
ず
、
臨
機
応
変
に
迅
速

に
対
応
す
る
こ
と
が
危
機
管
理

で
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

本
市
は
、
昭
和
18
年
の
鳥
取

大
地
震
、
昭
和
27
年
の
鳥
取
大

火
と
大
き
な
災
害
を
経
験
し
て

お
り
、
二
度
と
悲
劇
を
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強
い

決
意
の
も
と
、
日
本
一
災
害
に

強
い
防
災
の
ま
ち
鳥
取
市
を
実

現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

が
発
揮
で
き
な
く
な
れ
ば
、
駅

南
庁
舎
で
代
替
す
る
予
定
と
し

て
い
る
が
、
地
震
に
強
い
新
庁

舎
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、
耐
震
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る
駅
南
庁
舎

と
で
よ
り
適
切
な
リ
ス
ク
分
散

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。

甚大な被害をもたらした東日本大震災

石田憲太郎
（公明党）

房安　　光
（新）

上紙　光春
（清和会）
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ま
ち
づ
く
り
経
費
と
市

庁
舎
整
備
経
費
に
つ
い

て

住
民
投
票
条
例
に
つ
い

て

市
庁
舎
整
備
と
住
民
投

票
に
つ
い
て

　
　

市
長
は
、
市
長
と
し
て
正

し
い
と
考
え
る
こ
と
を
説
明
し

な
が
ら
、
正
確
な
情
報
を
速
や

か
に
、
広
く
、
正
確
に
市
民
に

伝
え
る
こ
と
が
、
住
民
投
票

に
臨
む
態
度
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　

ま
た
、
住
民
投
票
の
投
票
促

問

進
に
む
け
、
少
な
く
と
も
50
％

を
超
え
る
よ
う
な
投
票
率
に
す

る
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
私
に
は
、
市
の

方
針
と
し
て
決
定
し
た
内
容
を

説
明
し
て
い
く
責
任
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
住
民
投
票
条
例

案
可
決
後
は
、
速
や
か
に
関
連

情
報
表
等
の
情
報
を
市
民
に
広

く
提
供
し
、
客
観
的
な
資
料
に

基
づ
き
選
択
を
行
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
最
大
限
努
め
た
い
。

　

投
票
率
の
向
上
策
と
し
て

は
、
期
日
前
投
票
所
を
増
や
す

こ
と
や
、バ
ス
に
よ
る
送
迎
等
、

投
票
機
会
の
拡
大
策
に
つ
い
て

選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
を
と

り
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

答

　
　

議
会
が
今
検
討
し
て
い
る

住
民
投
票
条
例
第
12
条
の
「
市

議
会
及
び
市
長
は
、
投
票
資

格
者
の
半
数
以
上
の
投
票
を

目
指
し
、
広
報
そ
の
他
の
手
段

に
よ
り
、
投
票
資
格
者
の
投
票

を
促
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。」と
い
う
規
定
に
基
づ
き
、

市
長
は
議
会
と
ど
う
い
う
情
報

を
出
す
の
か
協
議
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　

（
市
長
）
住
民
投
票
条
例

が
成
立
し
た
場
合
、
市
庁
舎
の

移
転
新
築
と
現
在
地
の
耐
震
改

修
及
び
一
部
増
築
の
２
つ
の
選

択
肢
を
比
較
す
る
表
を
含
め
、

市
民
が
求
め
る
情
報
を
広
く
提

供
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

住
民
投
票
の
実
施
に
当
た
っ

て
、
議
会
と
執
行
部
と
の
間
で

問答

　
　

三
重
県
松
阪
市
庁
舎
の
耐

震
補
強
工
事
で
は
、
市
役
所
業

務
を
行
い
な
が
ら
工
事
が
で
き

た
た
め
、
当
初
約
33
億
円
と
言

わ
れ
て
い
た
も
の
が
４
億
円
と

な
っ
た
。
言
い
か
え
れ
ば
、
移

転
す
れ
ば
経
費
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
に
も
な
る
と
思
う
が
、

市
庁
舎
を
移
転
新
築
し
た
場

合
、
移
転
に
関
わ
る
費
用
を
含

め
全
体
で
ど
れ
ぐ
ら
い
か
か
る

の
か
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
全
体
の
額
と
な

問答

市
庁
舎
整
備

公
正
公
平
な
住
民
投
票

に
つ
い
て

　
　

市
長
に
は
、
住
民
の
多
様

な
意
見
を
ま
と
め
、
市
民
の
納

得
の
い
く
方
向
に
ま
と
め
て
い

く
責
務
が
あ
る
。
住
民
投
票
条

例
成
立
後
は
、
市
長
の
持
論
ば

か
り
主
張
せ
ず
、
公
正
公
平
な

住
民
投
票
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

両
論
に
つ
い
て
市
民
に
し
っ
か

り
と
説
明
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　

（
市
長
）
こ
れ
ま
で
、
本

市
の
案
を
決
定
す
る
に
当
た

り
、
数
々
の
機
会
で
内
容
を
説

明
し
、
市
民
か
ら
の
意
見
も
い

た
だ
い
た
上
で
、
現
在
の
基
本

計
画
案
が
で
き
て
い
る
こ
と
に

は
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問

　

さ
ら
に
、
今
一
番
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
住
民
投
票
を
実

施
す
る
こ
と
と
理
解
し
て
お

り
、
今
議
会
で
の
住
民
投
票
条

例
成
立
を
期
待
し
た
い
。
財
源

面
か
ら
考
え
て
も
今
の
時
期
を

逃
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

議
会
と
し
て
も
十
分
理
解
い
た

だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

答

意
見
交
換
や
話
し
合
い
を
通
じ

て
お
互
い
が
意
思
疎
通
を
図
る

こ
と
は
当
然
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
こ
の
条
例
が
適
正
に
執

行
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

る
と
民
間
が
行
う
事
業
費
も
含

め
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、

跡
地
利
用
の
具
体
的
な
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
も
今
後
さ
ら

に
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
額
を

は
っ
き
り
言
え
る
段
階
で
は
な

い
。
今
の
と
こ
ろ
市
庁
舎
の
旧

市
立
病
院
跡
地
へ
の
新
築
移
転

に
つ
い
て
は
設
計
費
を
含
め
た

概
算
事
業
費
74
億
８
千
万
円
と

さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
設
計

後
厳
密
な
額
が
算
出
さ
れ
、
入

札
等
に
よ
っ
て
契
約
額
が
決
ま

る
こ
と
と
な
る
。

旧市立病院跡地

現在の市役所本庁舎

中島　規夫
（清和会）

角谷　敏男
（共産党）

太田　　　
（無所属）

寺垣　健二
（結）
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河
原
イ
ン
タ
ー
山
手
工

業
団
地
の
建
設
促
進
に

つ
い
て

経
済
・
雇
用

本
市
の
雇
用
対
策
に
つ

い
て

雇
用
問
題
に
つ
い
て

農
林
水
産
業

耕
作
放
棄
地
防
止
と
再

生
へ
の
強
化
策
に
つ
い

て

　
　

河
原
イ
ン
タ
ー
山
手
工
業

団
地
の
整
備
は
、
将
来
の
鳥
取

市
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
事
業
で
あ
る
。
若

者
の
流
出
を
抑
え
、
地
元
雇
用

に
よ
る
定
住
化
の
促
進
や
地
域

活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
の
重

要
施
策
で
あ
り
、
早
期
に
整
備

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
河
原
イ
ン
タ
ー

山
手
工
業
団
地
整
備
事
業
は
、

本
市
南
部
地
域
の
振
興
は
も
と

よ
り
、
全
市
の
発
展
の
た
め
、

ぜ
ひ
と
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
業
で
あ
る
。
ス

※

マ
ー
ト

問答

グ
リ
ッ
ド
タ
ウ
ン
構
想
の
拠
点

地
区
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
他
の

都
市
に
は
な
い
付
加
価
値
の
高

い
工
業
団
地
と
し
て
、
県
外
企

業
へ
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
新
し

い
成
長
産
業
を
呼
び
込
む
大
き

な
力
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

位
置
付
け
、
し
っ
か
り
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

県
内
食
材
を
用
い
た
加
工

食
品
を
製
造
す
る
豊
蔵
合
同
会

社
の
例
が
、
中
山
間
地
域
を
盛

り
上
げ
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な

り
、
企
業
と
地
域
の
共
存
共
栄

と
い
う
理
想
の
姿
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
事
業
成
果

を
上
げ
る
た
め
に
も
、
農
業
団

体
や
生
産
グ
ル
ー
プ
等
と
の
調

整
や
交
渉
に
あ
た
り
、
ア
ド
バ

イ
ス
や
交
渉
へ
の
参
加
が
行
政

と
し
て
必
要
と
考
え
る
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
協
力
を
し

て
い
く
の
か
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）
企
業
立
地
・
支

援
課
や
佐
治
町
総
合
支
所
が
窓

口
と
な
り
、
関
係
機
関
や
生
産

団
体
、
地
元
グ
ル
ー
プ
と
の
橋

渡
し
を
す
る
体
制
も
で
き
て
い

る
。
中
山
間
地
域
の
生
産
者
や

問答

　
　

地
元
の
雇
用
を
確
保
し
、

安
定
し
た
雇
用
を
守
り
、
失
業

者
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
、
地

元
の
企
業
に
対
す
る
力
強
い
支

援
が
必
要
と
考
え
る
。
市
長
は

地
元
の
企
業
に
対
し
、
失
業
者

が
出
な
い
た
め
の
雇
用
対
策

等
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え

て
い
る
か
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
地
元
企
業
に
雇

用
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は

問答

　
　

耕
作
放
棄
の
原
因
と
し

て
、
農
用
地
と
し
て
の
条
件
の

悪
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
中
で

も
鳥
獣
被
害
に
よ
る
と
こ
ろ
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば

柚
子
や
梅
、
栗
、
銀
杏
等
、
鳥

獣
被
害
の
少
な
い
も
の
の
栽
培

を
支
援
し
、
特
産
品
づ
く
り
や

問

加
工
品
販
売
等
に
よ
る
６

※

次
産

業
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

河原インター山手工業団地予定地（中央斜線部）

グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、
新
し
い

進
出
企
業
が
販
売
網
と
加
工
技

術
を
持
っ
て
地
元
に
定
着
し
て

い
く
、
モ
デ
ル
的
事
業
と
言
え

る
。

　

ま
た
、
本
市
の
産
業
構
造
の

再
編
・
再
出
発
と
い
う
観
点
か

ら
も
注
目
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

大
変
重
要
で
あ
る
が
、
現
在
の

雇
用
を
守
る
こ
と
に
対
す
る
市

の
助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
地
元
企
業

の
う
ち
、
製
造
業
以
外
の
サ
ー

ビ
ス
業
、
小
売
業
、
卸
売
業
等

へ
の
支
援
制
度
は
、
製
造
業
に

比
べ
て
少
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

ら
の
業
種
が
新
た
な
雇
用
を
生

む
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

支
援
制
度
の
充
実
を
図
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
平
成
24
年
度

か
ら
は
、
新
た
な
支
援
制
度
を

拡
大
し
、
雇
用
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
へ
の
支
援
を
幅
広
く
進

め
た
い
。

※
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
タ
ウ
ン
構
想

　

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
は
、
電
力
の

流
れ
を
供
給
側
、
需
要
側
の
両
方
か
ら

制
御
し
、最
適
化
で
き
る
次
世
代
の「
賢

い
」
送
電
網
の
こ
と
。
こ
の
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
を
活
用
し
た
都
市
づ
く
り
を

通
じ
て
、
地
域
の
雇
用
創
造
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
、「
鳥
取
市
ス
マ
ー
ト
・

グ
リ
ッ
ド
・
タ
ウ
ン
推
進
協
議
会
」
を

設
立
し
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
、
植
物
工
場
の
導
入
促
進

に
よ
り
、
鳥
取
発
の
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
モ
デ
ル
づ
く
り
を
推
進

す
る
取
り
組
み
の
こ
と
。

雑草に覆われた耕作放棄地

　
　

（
農
林
水
産
部
長
）
鳥
獣

被
害
の
少
な
い
果
樹
等
の
植
栽

に
つ
い
て
は
、
耕
作
放
棄
地
再

生
利
用
緊
急
対
策
事
業
の
活
用

が
可
能
で
あ
り
、
今
後
、
市
の

答

山田　延孝
（新）

田　博幸
（清和会）

上田　孝春
（結）

寺坂　寛夫
（新）
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教　
　

育

特

※

用
林
産
物
の
振
興
に

つ
い
て

鳥
取
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
つ
い
て

中
学
校
体
育
に
お
け
る

武
道
必
修
化
に
つ
い
て

答 の
減
少
、
漁
業
環
境
の
悪
化
、

魚
価
の
低
迷
、
漁
業
就
業
者
の

減
少
と
高
齢
化
等
、
本
市
の
漁

業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
市
長
は
、
現

在
の
水
産
業
の
現
状
と
課
題
を

ど
う
と
ら
え
、
今
後
ど
う
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
本
市
の
水
産

業
は
、
沿
岸
漁
業
と
沖
合
底

び
き
網
漁
業
に
分
け
ら
れ
、
平

成
22
年
度
に
お
け
る
漁
獲
量
は

２
６
８
０
ト
ン
、
漁
獲
高
は

14
億
２
６
０
０
万
円
、
従
事
者

数
は
３
７
８
人
と
、
平
成
13
年

当
時
と
比
べ
減
少
し
て
お
り
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
課
題
は
、
漁
業
者
の
高
齢

化
、
魚
価
の
低
迷
、
燃
料
の
高

騰
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

課
題
解
決
の
た
め
、
県
や
県

漁
協
と
連
携
し
、
水
産
資
源
の

保
護
、
漁
業
経
営
の
効
率
化
、

漁
業
就
業
者
の
確
保
等
の
施
策

を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
　

シ
イ
タ
ケ
の
生
産
振
興
支

援
策
は
前
進
し
て
き
て
い
る
。

一
方
で
生
産
者
か
ら
は
「
ほ

※

だ

木
」
を
取
り
に
行
く
作
業
道
や

運
び
出
し
後
に
集
積
し
て
お

く
「
ほ
だ
場
」
の
整
備
が
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
い
う
声
を
聞

く
。
県
と
も
十
分
な
協
議
を
し

な
が
ら
、
県
と
市
に
よ
る
協
働

の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
尋

ね
る
。

　
　
（
農
林
水
産
部
長
）
シ
イ

　
　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
意
欲
、
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
中
、
市
民
と
の
協

問

働
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
振
興
を
体
系
的
・
計

画
的
に
推
進
す
る
指
針
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　

（
市
長
）
ス
ポ
ー
ツ
は
青

少
年
の
健
全
育
成
や
地
域
社
会

の
再
生
な
ど
に
お
い
て
大
き
な

役
割
を
担
う
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
本
市
で
は
、
第
９
次
総

合
計
画
の
中
で
生
涯
に
わ
た
り

健
康
で
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ

答

問
　
　

武
道
必
修
化
へ
の
最
大
の

課
題
は
何
と
い
っ
て
も
指
導
者

の
育
成
で
あ
り
、
安
全
対
策
で

あ
る
。
本
市
で
は
指
導
者
の
確

保
は
で
き
て
い
る
の
か
。ま
た
、

事
故
発
生
時
の
責
任
の
所
在
と

補
償
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
尋
ね
る
。

　
　

（
教
育
長
）
現
在
、
保
健

答

水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
　
　

本
市
に
お
け
る
水
産
業

は
、重
要
な
産
業
だ
が
、近
年
、

漁
業
経
費
の
高
騰
、
水
産
資
源

問

本市の重要な特用林産物のシイタケ

タ
ケ
は
本
市
の
大
変
重
要
な
特

用
林
産
物
で
あ
る
と
位
置
づ
け

て
お
り
、
本
市
独
自
に
販
売
促

進
に
係
る
支
援
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
シ
イ
タ
ケ
の
種
菌
購

入
や
新
規
参
入
農
業
者
に
対

し
、「
ほ
だ
木
」
購
入
経
費
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
原
木
搬

出
の
た
め
の
作
業
道
の
整
備
や

運
び
だ
し
た
後
の
「
ほ
だ
場
」

の
整
備
に
関
す
る
支
援
に
つ
い

て
は
平
成
24
年
度
、
県
が
新
規

事
業
を
打
ち
出
す
と
聞
い
て
い

る
。
県
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

シ
イ
タ
ケ
の
生
産
振
興
に
よ
り

一
層
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

答

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
農
業
委
員
会

だ
よ
り
等
を
活
用
し
、
周
知
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
と

な
る
ク
ヌ
ギ
等
の
不
足
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ク
ヌ

ギ
の
造
林
に
対
す
る
県
の
支
援

制
度
も
あ
わ
せ
て
、
農
家
へ
の

周
知
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

※
第
６
次
産
業

　

農
畜
産
物
の
生
産
（
第
一
次
産
業
）

だ
け
で
な
く
、
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

消
費
者
へ
の
直
接
販
売
、
レ
ス
ト
ラ
ン

の
経
営
な
ど
、
食
品
加
工
（
第
二
次
産

業
）、
流
通
、
販
売
（
第
三
次
産
業
）

に
も
農
業
者
が
主
体
的
か
つ
総
合
的
に

関
わ
る
こ
と
を
い
う
。
加
工
賃
や
流
通

マ
ー
ジ
ン
な
ど
の
今
ま
で
第
二
次
・
第

三
次
産
業
の
事
業
者
が
得
て
い
た
付
加

価
値
を
、
農
業
者
自
身
が
得
る
こ
と
に

よ
っ
て
農
業
を
活
性
化
す
る
。

※
特
用
林
産
物

　

特
用
林
産
物
と
は
、
食
用
と
さ
れ
る

「
し
い
た
け
」、「
え
の
き
た
け
」、「
ぶ

な
し
め
じ
」
等
の
き
の
こ
類
、
山
菜
類

等
、
非
食
用
の
う
る
し
等
の
伝
統
的
工

芸
品
原
材
料
及
び
竹
材
、
桐
材
、
木
炭

等
の
森
林
原
野
を
起
源
と
す
る
生
産
物

の
う
ち
一
般
の
木
材
を
除
く
も
の
の
総

称
。

※
ほ
だ
木

　

シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
を
す
る
と
き
に
、

種
菌
を
植
え
つ
け
る
原
木
。
ク
ヌ
ギ
や

コ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
が
適
し
て
い
る
。

と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、

市
民
が
い
つ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実

践
で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）
平
成
24
年
度
中
に

予
定
さ
れ
て
い
る
国
及
び
県
に

よ
る
計
画
の
見
直
し
を
参
考
に

し
て
、
本
市
の
実
情
に
即
し
た

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

川瀬　滋子
（結）

高見　則夫
（清和会）

両川　洋々
（結）

湯口　史章
（清和会）
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環　
　

境

ご
み
問
題
に
つ
い
て

情　
　

報

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
つ
い
て

行
財
政
改
革

公
共
事
業
に
つ
い
て

体
育
教
員
の
う
ち
、
柔
道
の
有

段
者
は
14
名
い
る
が
、
教
員
以

外
の
指
導
者
確
保
に
つ
い
て
県

教
育
委
員
会
が
進
め
て
い
る
指

導
者
の
人
材
バ
ン
ク
制
度
の
積

極
的
な
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　

学
校
管
理
下
で
生
徒
に
事
故

等
が
発
生
し
、
そ
の
原
因
と
し

て
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
責
任
は

市
が
負
う
。
事
故
補
償
は
、
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

災
害
共
済
給
付
制
度
と
全
国
市

長
会
の
学
校
災
害
賠
償
補
償
保

　
　

ご
み
の
減
量
化
に
は
市
民

と
の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
り
、

問

よ
り
一
層
の
減
量
化
を
進
め
る

に
は
意
識
や
価
値
観
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
転
換
が
必
要
で
あ

る
。
本
市
で
は
第
９
次
総
合
計

画
で
年
次
的
な
１
人
当
た
り
の

１
日
の
ご
み
の
量
の
目
標
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
長
期
的
な
目

標
を
市
民
に
示
す
こ
と
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

　
　

（
市
長
）
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
を
目
指
し
つ
つ
ご
み

の
減
量
化
を
進
め
、
ご
み
の
適

答

　
　

本
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

網
は
、
同

※

軸
ケ
ー
ブ
ル
主
体
で

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
は

光

※

ケ
ー
ブ
ル
が
主
流
と
な
っ
て

お
り
、
ス
ピ
ー
ド
、
容
量
、
安

定
性
と
も
す
ぐ
れ
、
光
を
超
え

る
も
の
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
伴
う
市
場
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

を
視
野
に
入
れ
る
と
、
光
ケ
ー

問

答 ブ
ル
に
よ
る
情
報
基
盤
整
備
に

向
け
た
全
市
的
な
設
備
更
新
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　

（
市
長
）
情
報
通
信
網
の

整
備
は
、
整
備
時
の
技
術
動
向

や
コ
ス
ト
等
を
考
慮
し
て
整
備

し
て
お
り
、
本
市
で
は
、
合
併

特
例
債
等
を
活
用
し
、
全
市
域

で
整
備
を
行
っ
た
。

　

現
時
点
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
網
の
完
全
光
フ
ァ
イ
バ
ー

化
に
大
き
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と

は
思
っ
て
い
な
い
。
ま
た
整
備

に
は
多
額
の
経
費
が
か
か
る
た

め
、
設
備
の
法
定
耐
用
年
数
が

経
過
し
た
段
階
で
、
技
術
動
向

や
コ
ス
ト
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。 　

　

地
方
自
治
法
第
２
条
に

は
、「
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
本

市
で
は
、
鳥
取
駅
前
太
平
線
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ
い

て
、
市
民
の
利
便
性
が
増
す
こ

と
に
よ
り
増
加
す
る
集
客
数
や

経
済
効
果
を
、
ど
の
程
度
見
込

ん
で
い
る
の
か
尋
ね
る
。

　
　

（
都
市
整
備
部
長
）
鳥
取

駅
前
太
平
線
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
の
施
設
等
の
整
備
に
よ

問答

る
効
果
と
し
て
は
、
駅
前
の
集

客
性
の
向
上
、
周
辺
商
店
街

へ
の
波
及
と
回
遊
性
の
向
上
、

民
間
投
資
の
促
進
、
空
き
店
舗

の
減
少
等
が
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
魅
力
的
な
環
境
整
備
に
よ

り
商
業
活
動
が
活
発
化
し
、
市

の
税
収
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ

る
。
集
客
数
に
つ
い
て
は
、
新

鳥
取
駅
前
地
区
商
店
街
振
興
組

合
が
、
イ
ベ
ン
ト
計
画
等
を
検

討
し
て
い
る
。
計
画
が
で
き
次

第
、
速
や
か
に
経
済
効
果
を
算

出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平成24年度から中学校で必修となる武道

正
処
理
を
し
て
い
く
こ
と
が
行

政
の
責
務
だ
と
考
え
て
お
り
、

周
辺
４
町
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
ご
み
処
理
の
広
域
化
を
適

切
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
な
お
、
平
成
16
年
に
「
一

鳥取駅前太平線通りに設置されるシェルター（イメージ）

険
で
対
応
す
る
が
、
外
部
指
導

者
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
へ
加
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
を

策
定
し
長
期
的
な
目
標
を
定
め

て
い
る
が
、
鳥
取
県
東
部
広
域

行
政
管
理
組
合
と
と
も
に
15
年

先
を
目
標
年
次
と
す
る
計
画
の

改
定
を
検
討
中
で
あ
る
。

※
同
軸
ケ
ー
ブ
ル

　

電
気
通
信
に
使
わ
れ
る
電
線
の
種
類

の
ひ
と
つ
で
、
テ
レ
ビ
の
接
続
な
ど
に

主
に
使
わ
れ
る
金
属
で
作
ら
れ
た
ケ
ー

ブ
ル
。

※
光
ケ
ー
ブ
ル

　

電
気
信
号
を
光
に
変
え
て
通
信
を
行

う
、
ガ
ラ
ス
素
材
で
作
ら
れ
た
ケ
ー
ブ

ル
。

伊藤　幾子
（共産党）

木村　和久
（結）

児島　　良
（結）
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鳥取市庁舎整備に関する住民投票条例第２条第１項に規定する選択肢についての関連情報

比較項目 第１号案
＜旧市立病院跡地への新築移転＞

第２号案
＜現本庁舎の耐震改修及び一部増築＞

概　　要

・旧市立病院跡地に、地上６階建ての新庁
舎を建設する。

・新庁舎は、耐震安全性の高いユニバーサ
ルデザインに配慮した構造とする。

・敷地内に平面駐車場と広場を設ける。

・現本庁舎の６階建て部分は、耐震改修を
行うとともに、建物本体については現状
維持を基本とするが、設備（空調・給排
水等）について一部改修を施す。２階建
て部分は取り壊す。

・敷地内に地上５階・地下１階（駐車場）
建ての新第２庁舎を増築する。

・敷地内に半地下駐車場とその上部に広場
を設ける。

本　
　

庁　
　

舎　
　

整　
　

備

位 置 鳥取市幸町 71他（旧市立病院跡地） 鳥取市尚徳町 116番地（現本庁敷地）

延 床 面 積 新庁舎：約 23,500 ㎡
改修後の本庁舎：約 5,900 ㎡、
新第２庁舎：約 4,380 ㎡
（地上：約 3,650 ㎡・地下：約 730㎡）

耐 震 工 法 設計段階で決定 現本庁舎は免震工法、新第２庁舎は設計段
階で決定

駐  車  場 屋外平面駐車場：200台 半地下・屋外平面駐車場：150台

建 設 費 概 算 約 74.8 億円
（設計・監理費約 2.7 億円含む）

約 20.8 億円
（設計・監理費約 0.8 億円含む）

工 期 約１年半 約２年

財 源
合併特例債 : 約 69.8 億円、
国庫補助金 : 約 0.7 億円、
基金 : 約 4.3 億円

合併特例債：約 17.6 億円、
国庫補助金：約 2.1 億円、
基金：約 1.1 億円

合併特例債の
市の実質返済額

20年間で約 24.6 億円
（１年あたり約 1.2 億円）

20年間で約 6.2 億円
（１年あたり約 0.3 億円）

本　庁　体　制
３庁舎
（新庁舎、駅南庁舎、下水道庁舎）

７庁舎
（本庁舎、新第２庁舎、駅南庁舎、下水道庁舎、
福祉文化会館、文化センター、さざんか会館）

【参　考】 ■第１号案、第２号案とも、平成 26年度中の整備完了を前提としています。
 ■建設費はあくまでも概算であり、今後、設計の段階で精査されます。
 ■建設費の範囲は、庁舎工事に直接関係するものに限定しており、周辺工事、仮駐車場等の経費は含まれていま

せん。
 ■耐震性の不足している現第２庁舎の使用は前提としていません。
 ■建設費概算について、第１号案の新庁舎及び第２号案の新第２庁舎とも、耐震工法を免震構造とした場合で算

出しています。
 ■第２号案では、着工に先立ち、文化財調査が必要となります。

鳥取市庁舎整備に関する住民投票が

5月20日（日）に行われます
　鳥取市庁舎整備について、「旧市立病院跡地への新築移転に賛成」または「現本庁舎の
耐震改修及び一部増築に賛成」の選択肢から１つを選んで○をつけて投票してください。 

期日前投票は５月１２日（土）～５月１９日（土）の８日間、下記のとおり行われます。 
　　●鳥取市福祉文化会館、各総合支所・・・午前８時３０分～午後８時 
　　　（※用瀬地域は用瀬地区保健センター） 
　　●イオンモール鳥取北・・・午前１０時～午後８時（５月１９日（土）は午後７時まで）
　　※いずれの場所でも投票ができます。

鳥取市庁舎整備に関する住民投票
特設ウェブサイト
　http://tottorishi.net/
　※投票方法等について詳しい情報が
　　掲載されています。
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本
市
議
会
で
は
、
平
成
21
年

２
月
定
例
会
で
「
鳥
取
市
庁
舎

等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
、
耐
震
調
査
を

踏
ま
え
た
鳥
取
市
庁
舎
等
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
改
選

後
の
平
成
22
年
12
月
定
例
会
で

は
、「
鳥
取
市
庁
舎
建
設
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
鳥
取
市
庁
舎
建
設
に
関

す
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
て

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
な
ど
（
鳥
取
市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
提
案
説
明
か
ら
抜
粋
）

お
り
ま
す
。

　

鳥
取
市
庁
舎
整
備
に
関
す
る

住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
８
月
23
日
第
３
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
地
方
自
治
法
第
74

条
の
規
定
に
基
づ
き
直
接
請
求

さ
れ
上
程
さ
れ
た
「
鳥
取
市
の

市
庁
舎
新
築
移
転
計
画
に
関
す

る
住
民
投
票
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
の
審
査
を
行
い
、「
具

体
的
に
市
民
の
判
断
が
で
き
得

る
選
択
肢
の
設
定
が
さ
れ
て
い

な
い
。」
等
の
理
由
に
よ
り
、

賛
成
少
数
で
原
案
否
決
と
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
踏
ま

え
、
本
市
議
会
で
は
、
鳥
取
市

庁
舎
整
備
に
あ
た
り
、
平
成
23

年
９
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
会

派
代
表
者
会
に
お
い
て
、
議
員

提
案
で
住
民
投
票
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
を
確
認
し
、
９
月
定

例
会
最
終
日
に
「
鳥
取
市
庁
舎

整
備
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例

検
討
会
」
を
設
置
し
、
以
降
、

条
例
案
策
定
に
向
け
、
16
回
に

も
お
よ
ぶ
公
開
の
場
で
の
検
討

会
で
議
論
を
進
め
、
全
会
派
合

意
の
も
と
本
条
例
案
を
作
り
上

げ
、
本
議
会
へ
の
議
案
上
程
に

至
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
投
票
後
、
執
行

部
に
あ
た
っ
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
等
を
実
施
す
る
な

ど
、
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る

よ
う
な
措
置
を
行
い
、
必
要
な

条例制定採決の様子

見
直
し
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま

す
。

 

人　
　

事　
（
敬
称
略
）

監
査
委
員（
同
意
）

　

湯
口　

一
文
（
再
任
）

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員（
同
意
）

　

神
田　
　

樹
（
新
任
）

人
権
擁
護
委
員（
推
薦
）

　

西
山　
　

滿
（
新
任
）

2月定例会で審査された請願・陳情

平成24年第２回鳥取市議会臨時会附議案等議決結果 （平成24年4月9日開催）
区 分 議案

番号 案件名と概要 議決
結果

予算 
(1 件 ) 87

平成24年度鳥取市一般会計補正予算（第1号） 
（補正前88,133,000千円　補正額56,884千円　補正後
88,189,884千円）

原案
可決

その他 
(1 件 ) 88

鳥取市鳥取砂丘砂の美術館の指定管理者の指定について（鳥
取市鳥取砂丘砂の美術館の指定管理者の指定について議決を
得るもの）

原案
可決

専決処分
報告承認 
(2 件 )

89
専決処分事項の報告及び承認について（鳥取市税条例の一部
改正について専決処分の報告及び承認（平成24年3月31日専
決））

承認

90
専決処分事項の報告及び承認について（公立大学法人鳥取環
境大学が定めた料金の上限の認可について専決処分の報告及
び承認（平成24年4月1日専決））

承認

報告 
(2 件 )

6
専決処分事項の報告について（鳥取市営土地改良事業の経費
の賦課徴収に関する条例等の一部を改正する条例について
（平成24年3月30日専決））

報告

7

専決処分事項の報告について（平成23年12月15日河原町稲
常地内の市道稲常越路線を相手方車両が走行中、道路面に段
差があり、通過した際に相手方車両の下部を破損したもの
（平成24年3月23日専決））

報告

請　願
≪採択となったもの≫
 ● 「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書提出を求める請願
（理由）趣旨が妥当なため

≪不採択となったもの≫
 ● 消費税の増税に反対し、食料品をはじめ暮らしにかかる消費税の減税
に関する意見書提出を求める請願

（理由）国において、今後議論がされるべきと考えるため

陳　情

≪採択となったもの≫
 ● 年金受給資格期間を10年への短縮を求める意見書提出を求める陳情
（理由）趣旨が妥当と認められるため
 ● 「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の法制化を求める意
見書提出を求める陳情

（理由）趣旨が妥当と認められるため
 ● 看護・医療専門学校誘致についての陳情
（理由）趣旨が妥当と認められるため

≪不採択となったもの≫
 ● 年金切り下げ、年金受給開始年齢の引き上げ案の撤回を求める意見書
提出を求める陳情

（理由）国において、税と社会保障の一体改革について議論されている
が、持続可能な財源の見通しが確保されていないため

 ● 最低保障年金制度の実施を求める意見書提出を求める陳情
（理由）国において、税と社会保障の一体改革について議論されている
が、持続可能な財源の見通しが確保されていないため

 ● 無年金・低年金者への基礎年金国庫負担分3.3万円の支給を求める意見
書提出を求める陳情

（理由）国において、税と社会保障の一体改革について議論されている
が、持続可能な財源の見通しが確保されていないため

 ● 永住外国人住民の住民投票権付与を求める陳情
（理由）鳥取市庁舎整備に関する住民投票条例については、今２月定例会
での議案提案を目指しており、永住外国人住民の住民投票権付与につ
いて再度検討することは困難と考えるため

 ● 国民医療と国立病院の充実強化に関する意見書提出を求める陳情
（理由）独立行政法人の制度、及び組織の見直しの基本方針が閣議決定さ
れているように国立病院の運営についても財政面での削減、及び自助
努力は必要であると考えられるため

 ● 住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を
求める意見書提出を求める陳情

（理由）国の動向に反する内容であるため
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議会広報委員会からのお知らせ
　市民に親しまれる市議会だよりの一環とし
て、市議会だよりの表紙写真を募集します。題
材は、「市民の生活と暮らし(夏)」です。詳しく
は、鳥取市議会のホームページ http://www.
city.tottori.lg.jp/より）をご覧になるか、事務
局にお問い合わせください。

６
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

８
日（
金
）　　

開
会
・
提
案
説
明

９
日（
土
）　　

休
会

10
日（
日
）　　

休
会

11
日（
月
）　　

一
般
質
問

12
日（
火
）　　

一
般
質
問

13
日（
水
）　　

委
員
会

14
日（
木
）　　

委
員
会

15
日（
金
）　　

一
般
質
問

16
日（
土
）　　

休
会

17
日（
日
）　　

休
会

18
日（
月
）　　

一
般
質
問

19
日（
火
）　　

一
般
質
問
・

　
　
　
　
　
　

質
疑

20
日（
水
）　　

委
員
会

21
日（
木
）　　

委
員
会

22
日（
金
）　　

委
員
会

23
日（
土
）　　

休
会

24
日（
日
）　　

休
会

25
日（
月
）　　

討
論
・
採
決
・

　
　
　
　
　
　

閉
会

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

 平成24年2月鳥取市議会定例会附議案等議決結果（条例・その他）

発
行
日
／
平
成
24
年
（
2012

年
）
5
月
1
日
　
編
集
発
行
／
鳥
取
市
議
会
　
　
　
　
　
〒
680-8571  鳥

取
市
尚
徳
町
116
番
地
  ☎
（
0857）

20-3343  FA
X
 20-3049

■ 環境標語：すぐ近く　車を使わず　行ってみよう

区分 議案番号 件名と概要 議決結果

条例 
（25件）

39 鳥取市暴力団排除条例の制定について（暴力団の排除に関し、市及び市民等の役割並びに市が行うべき事項を定めるもの） 原案可決

40 鳥取市が設置する公の施設における暴力団排除のための関係条例の整備に関する条例の制定について（鳥取市暴力団排除条例の施行に伴い、鳥取市が
設置する公の施設において暴力団の排除措置の規定を定めるもの） 原案可決

41 鳥取市屋外広告物条例の制定について（屋外広告物の表示及び広告物を掲出する物件の設置並びにこれらの維持について必要な規制を定めるもの） 原案可決

42 鳥取市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定について（水道法の一部改正に伴い、
水道事業に係る布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準を定めるもの） 原案可決

43 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正について（職員を派遣することができる団体として、新たに鳥取市が設立した一般地方独立行
政法人を加えるもの） 原案可決

44 鳥取市税条例の一部改正について（市民税の分離課税に係る所得割の額の特例の廃止、個人の市民税に係る税率の特例の制定等の規定を定めるもの） 原案可決
45 鳥取市集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正について（鳥取市鹿野町立町集会所を廃止するもの） 原案可決

46 鳥取市市民活動の推進に関する条例の一部改正について（市民活動として新たに観光の振興を図る活動及び農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動
を加えるもの） 原案可決

47 鳥取市介護保険条例の一部改正について（介護保険事業計画の見直しに伴い、保険料率を改定するもの） 原案可決

48 鳥取市特別医療費助成条例等の一部改正について（平成２２年の税制改正で年少扶養控除等が廃止されたことにより所得税が課されるひとり親家庭に対
し、従来どおり特別医療費の助成を行うとともに、所要の整備を行うもの） 原案可決

49 鳥取市児童健康支援センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について（鳥取市児童健康支援センターの使用料の額を改定するもの） 原案可決

50 鳥取市知的障害児通園施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について（児童福祉法の改正に伴い、鳥取市知的障害児通園施設の名称を鳥取市
児童発達支援センターに改めるとともに、所要の整備を行うもの） 原案可決

51 鳥取市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律第１０条第１項の規定に基づく準則を定める条例の一部改正につい
て（緑地面積率等に関する区分ごとの基準の改正に伴い、条例で定める緑地面積率等を変更するもの） 原案可決

52 鳥取市鳥取砂丘情報館の設置及び管理に関する条例の一部改正について（砂像の展示のための常設施設の完成に伴い、鳥取市鳥取砂丘情報館の施設
の構成等を見直すとともに、鳥取市暴力団排除条例の施行に伴う所要の整備を行うもの） 原案可決

53 鳥取市地域活性化施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について（鳥取市三津生活改善センター等を廃止するもの） 原案可決
54 鳥取市簡易水道事業給水条例の一部改正について（水道料金の特例を設けるとともに、用瀬町屋住給水区域の水道料金を改定するもの） 原案可決

55 鳥取市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について（地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関
する法律等の施行に伴い、所要の整備を行うもの） 原案可決

56 鳥取市特定公共賃貸住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について（密集市街地における防災街区の整備の促進に関する法律及びマンションの
建替えの円滑化等に関する法律の一部改正に伴い、所要の整備を行うもの） 原案可決

57 鳥取市改良住宅等の設置及び管理に関する条例の一部改正について（公営住宅法施行令の一部改正に伴い、所要の整備を行うもの） 原案可決

58 鳥取市集落排水施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について（佐治地区農業集落排水施設等を廃止し、大村農業集落排水施設の設置区域に
統合するとともに同施設の設置区域を見直すもの） 原案可決

59 鳥取市公民館条例の一部改正について（社会教育法の一部改正に伴い、鳥取市公民館運営審議会の委員の委嘱の基準を定めるもの） 原案可決
60 鳥取市立図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正について（図書館法の一部改正に伴い、鳥取市図書館協議会の委員の委嘱の基準を定めるもの） 原案可決

61 鳥取市公営企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について（鳥取市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の規定の適用を受ける職
員に準じて、介護休暇の承認を受けて勤務しない場合の給与の基準について見直しを行うもの） 原案可決

62 鳥取市立病院使用料及び手数料条例の一部改正について（鳥取市立病院の先進医療料の額を定めるとともに、所要の整備を行うもの） 原案可決

86 鳥取市職員退職手当支給条例の一部改正について（職員を派遣することができる団体として新たに鳥取市が設立した一般地方独立行政法人へ派遣され、
引き続き再び職員となった者の在職期間の計算について所要の改正を行うもの） 原案可決

その他 
（17件）

63 鳥取市・鳥取県職員の研修に関する事務の事務委託に関する規約の変更について（職員の研修に関する事務の事務委託に関する規約の全部を変更する
もの） 原案可決

64 鳥取市過疎地域自立促進計画の変更について（鳥取市過疎地域自立促進計画（平成２２年度～２７年度）の一部を変更するもの） 原案可決
65 公立大学法人鳥取環境大学の中期目標について（公立大学法人鳥取環境大学中期目標を定めるもの） 原案可決
66 鳥取市と新温泉町との定住自立圏の形成に関する協定の締結について（鳥取市と新温泉町との定住自立圏の形成に関する協定を締結するもの） 原案可決
67 鳥取市と岩美町との定住自立圏の形成に関する協定の変更について（鳥取市と岩美町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更するもの） 原案可決
68 鳥取市と若桜町との定住自立圏の形成に関する協定の変更について（鳥取市と若桜町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更するもの） 原案可決
69 鳥取市と智頭町との定住自立圏の形成に関する協定の変更について（鳥取市と智頭町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更するもの） 原案可決
70 鳥取市と八頭町との定住自立圏の形成に関する協定の変更について（鳥取市と八頭町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更するもの） 原案可決
71 字の区域の新設等について（鳥取都市計画事業千代水第二土地区画整理事業の換地処分に伴い、字の区域を新設、変更及び廃止するもの） 原案可決
72 鳥取市都市公園の指定管理者の指定について（鳥取市都市公園の指定管理者に財団法人鳥取市公園・スポーツ施設協会を指定するもの） 原案可決
73 財産の取得について（（仮称）若葉台スポーツセンター用地を取得するために議決を得るもの） 原案可決
74 財産の無償譲渡について（鳥取市鹿野町立町集会所を地縁団体に無償譲渡するもの） 原案可決
75 財産の無償譲渡について（鳥取市三津生活改善センター等を地縁団体に無償譲渡するもの） 原案可決
76 市道の路線の認定について（市道の路線を認定するもの (１路線 )） 原案可決
77 市道の路線の変更について（市道の路線を変更するもの (１路線）） 原案可決

84
工事請負契約の締結について（工事名称：鳥取市立河原中学校屋内運動場改築（建築）工事　工事概要：鉄骨造平屋建　契約金額：２１９，４５０，０００円
　契約の相手方：鳥取市立河原中学校屋内運動場改築 (建築 ) 工事藤原・興洋特定建設工事共同企業体　代表者：株式会社藤原組　構成員：株式会社
興洋工務店）

原案可決

85
工事請負契約の締結について（工事名称：鳥取市弓道場新築（建築）工事　工事概要：鉄筋コンクリート造平屋建1棟、鉄骨造平屋建4棟及び木造平
屋建１棟　契約金額 ：２５６,７２５，０００円　契約の相手方：鳥取市弓道場新築（建築）工事ジューケン・都市特定建設工事共同企業体　代表者：株式会
社　ジューケン 　構成員：株式会社都市建設）

原案可決

人事 
（3件）

78 鳥取市監査委員の選任について（鳥取市監査委員の選任について　　（再任）湯口一文） 同意
79 鳥取市固定資産評価審査委員会委員の選任について（鳥取市固定資産評価審査委員会委員の選任について　（新任）神田　樹） 同意
80 人権擁護委員候補者の推薦について（人権擁護委員候補者の推薦について　（新任）西山　滿） 同意

報告 
(4件)

2 専決処分事項の報告について（市営住宅の入居者に対し、市営住宅の明渡しを求めるとともに、当該入居者及び連帯保証人に対し、当該市営住宅に係
る未納家賃、未納駐車場使用料及び損害賠償金の支払並びに訴訟費用の負担を求めるため、訴えを提起したので報告するもの（平成２４年２月８日専決）） 報告

3 専決処分事項の報告について（市営住宅の入居者に対し、市営住宅の明渡しを求めるとともに、当該入居者及び連帯保証人に対し、当該市営住宅に係
る未納家賃及び損害賠償金の支払並びに訴訟費用の負担を求めるため、訴えを提起したので報告するもの（平成２４年２月８日専決）） 報告

4 専決処分事項の報告について（市営住宅の入居者に対し、市営住宅の明渡しを求めるとともに、当該入居者及び連帯保証人に対し、当該市営住宅に係
る未納家賃、未納駐車場使用料及び損害賠償金の支払並びに訴訟費用の負担を求めるため、訴えを提起したので報告するもの（平成２４年２月８日専決）） 報告

5

専決処分事項の報告について（平成２２年１月２３日市立中学校の部活動中、部活動の外部指導者から暴力を受け、及び当該行為を目撃した相手方の一
人が精神的苦痛を受けるとともに、これらに対する当該学校の対応も不十分だったとして、同年８月３日相手方が、鳥取市及び外部指導者に対し、損害
賠償請求訴訟を提起した件について、平成２４年１月１２日の第１１回口頭弁論において、相手方から和解の申出があったため、これに応じ、和解しようと
するもの（平成２４年２月７日専決））

報告

議員提出 
（5件）

1 予算審査特別委員会の設置について 原案可決
2 父子家庭支援策の拡充を求める意見書の提出について 原案可決
3 若者雇用をめぐるミスマッチ解消を求める意見書の提出について 原案可決
4 基礎自治体への円滑な権限移譲に向けた支援策の充実を求める意見書の提出について 原案可決
5 鳥取市庁舎整備に関する住民投票条例の制定について 原案可決

委員会提出 
（3件）

1 「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書の提出について 原案可決
2 年金受給資格期間を10年への短縮を求める意見書の提出について 原案可決
3 「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の法制化を促す意見書の提出について 原案可決


